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平成３０年度 いるま子ども会議について  
１ 概 要 
（１）事業目的 
    人口減少への対応として本市では、「元気な子どもが育つまち」を目指して「入間市まち・

ひと・しごと創生総合戦略」を策定し、各種施策を展開している。 

総合戦略の基本目標「子どもの育ちを支える」の基本施策として「子どもによるまちづく 

りを推進する」を掲げていることから、その一環として、子どもの意見を聞くことを目的と 

して市主催による「いるま子ども会議」を開催した。 

※平成２７年度、２８年度は市民提案型協働事業として、生涯学習課（現、社会教育課）が担  

当課となり開催し、平成２９年度からは企画課政策推進室が担当となり市主催により開催し

ている。 

 

（２）開催日・場所 
    平成３０年８月１日（水）９：３０～１５：３０  

山田食品産業株式会社（山田うどん）、旧石川組製糸西洋館、市庁舎５０１会議室 

    平成３０年８月２日（木）９：３０～１５：００  

市庁舎５０１会議室 

 

（３）実施内容 
    市内在住の小学４～６年生を対象として、市内公立小学校を通じて参加募集（定員２０名）

を行い、１５名の参加申し込みがあった。また、昨年度子ども会議に参加した中学１年生（１

７名）に対して、ボランティア募集を行ったところ、７名の申し込みがあった。 

   【１日目】 

ＡＭ：市内の施設見学（山田食品産業株式会社（山田うどん）、旧石川組製糸西洋館） 

ＰＭ：名刺交換の練習、市役所見学、ワークショップ（テーマ：まちづくり） 

   【２日目】 

ＡＭ：ワークショップ（テーマ：まちづくり）、広報課職員による狭山茶の淹れ方の披露及

び試飲、議長・副議長を決める選挙（※） 

ＰＭ：会議準備、子ども会議本番、市長への発表 

（別紙、「いるま子ども会議 タイムスケジュール」のとおり）。 

 ※子ども会議本番の進行役として、小学生の中から議長・副議長を選挙で選出した。議長・

副議長に立候補した小学生は、みんなの前で演説を行った。その後、全員で投票を行い、

上位２名が議長・副議長となった。    
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２ 参加者   【出席者】 
    小 学 生：１５名（４年生：５名、５年生：８名、６年生：２名） 

    講 師：２名 

    ボランティア：７名（平成２９年度いるま子ども会議修了、中学校１年生） 

    入 間 市：市長 

    事 務 局：企画課政策推進室 

 

  【傍聴者】 
    保護者、市議会議員、市職員 

 

３ 「子ども会議」意見 
（１）発表内容 
【１班】 

   ○未来の入間市 

    ①観光名所おすすめスポットめぐり（ウォーキングコース） 

     ・コース１：歴史満喫コース 

      入間市駅→西洋館→霞川→高倉寺→氷川神社→長泉寺→愛宕神社→入間市駅 

     ・コース２：ファミリーコース 

      入間市駅→西洋館→入間基地→彩の森公園→ジョンソンタウン→富士見公園 

→入間市駅 

   ○いるティーの家族をつくる 

    ①いるティーを人気にし、ＰＲをして人口増加を目指すことが目的。 

                   ↓ 

    ②いるティーの家族をつくり、イベントなどでＰＲして、たくさんの人に知ってもらう。 

                   ↓ 

    ③入間市の良さを知ってもらうことで、入間市に来てくれる人が増える。 

   ○入間ンピック 

    ①市役所を使って、イベントを実施。姉妹都市の佐渡市やヴォルフラーツハウゼン市等の

方にも参加してもらい、２日間かけて実施する。 

     ・１日目：ドライヤーピンポン市役所リレー 

     ・２日目：いるティーを探せゲーム 
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【２班】 
  ○入間市を広めよう 

   ①狭山茶で「いるま茶」というブランドを作る 

    ・狭山茶の生産量１位が狭山市ではなく入間市なのは分かりにくい。 

・入間市が狭山茶の生産量１位だと知ってもらうために、狭山茶で「いるま茶」というブ

ランドを作って入間市をＰＲする。 

   ②いるティーグッズを作る 

    ・いるティーのぬいぐるみやストラップ、Ｔシャツやバッグ等のいるティーグッズを作る。

また、いるティー募金を行う。いるティーグッズの売り上げや募金で集まったお金は、

③に記載の西洋館の駐車場の整備費用に使う。 

・グッズを作ればいるティーが有名になり、入間市のＰＲに繋がる。入間市が有名になり、

観光客も増え、お金も稼げる。 

・地元の人にも入間市やいるティーをもっと好きになってもらえる。 

＜いるティーグッズの例＞※市職員が着るとアピールできてグッズが売れる 

・いるティーぬいぐるみ（抱くとお茶の香りがする）、いるティーシャツ、 

いるティーストラップ、肩乗りいるティー、いるティーバッグ、いるティーシール 

いるティー急須、いるティー缶バッジ 

   ③西洋館の駐車場について 

    ・西洋館は入間市駅から遠いため、車で行けるように駐車場を増やす。また、入間市駅か

ら西洋館へのバスを運行する。 

    ・西洋館を知らない人もいるので、ポスターを貼るなど、もっとＰＲする。また、一般公

開についても今以上にＰＲする。 

   ④ゴミ箱の設置について 

    ・公園や道にゴミが落ちているので、ゴミ箱を設置する。しかし、ゴミ箱が多すぎると景

観も良くないので、適度に設置する。 

    ・中学校で実施している通学路清掃を、小学校にも取り入れる 

   ⑤川の改善について 

    ・川にゴミが落ちているので、生き物たちが住みやすい環境にする。 

    ・川掃除の際に、転落事故があるといけないので「川をきれいにするマシン」を作る。 

   ⑥その他 

    ・クラス替えを１ヵ月に１回行う。 

    ・公園に時計を作る。 
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【３班】 
  ○学校について 

   ①体育の授業中に熱中症にならないよう、学校の体育館に冷房をつける。 

   ②暗くなると危ないので、下校時間を早くする。 

   ③外に出て運動したくなるよう、学校に遊具をつける。 

  ○公園について 

   ①観光客に子ども連れがいるため、公園を広くする。 

   ②家に帰る手間がなくなり遊ぶ時間が増えるため、公園にトイレを設置する。 

   ③二酸化炭素の削減、また、影をつくるために、公園に木を増やす。 

  ○その他 

   ①自転車用の道を作る。 

   ②入間市ならではのものをお土産として作成する。 

    ・いるティーのストラップを作る。  
４ アンケート意見・感想 
（１）いるま子ども会議に参加した理由（複数回答可） 

学校で配られたプリントを見て面白そうだった ５人 

（  ）さんに勧められたから ４人 

入間市のことを勉強してみたいから ４人 

入間市をもっと良くしたいから ６人 

言いたい意見があったから ８人 

去年参加して良かったから ９人 

その他（姉がやっていたから） １人 

（２）いるま子ども会議で良かったこと（複数回答可） 
山田うどんの工場を見学したこと １２人 

西洋館を見学したこと １２人 

お弁当の時間 ８人 

名刺交換 １１人 

市役所を見学したこと １１人 

狭山茶の淹れ方を見たこと、飲んだこと １０人 

話し合ったことをまとめて、紙に書いたり絵を描いたこと １２人 

発表 １０人 

市長のお話 ８人 

市役所のプレゼント ８人 

友達ができたこと １８人 
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（３）感想   ○小学生 
   ・友達ができて楽しかった。 

   ・来年も参加したい。 

   ・楽しかった。 

   ・色々と濃い体験ができて良かった。 

   ・中学生ボランティアのおかげで、色々なことができた。 

・中学生になったらボランティアとして参加したい。 

   ・自分が考えた「いるティー」グッズが販売されたらうれしい。 

   ・言いたかった意見が言えてうれしかった。 

   ・色々なことを知れてよかった。 

   ・あまり他の学校の人と触れ合う機会がないので緊張した。 

   ・また、来年も会議に参加して、入間市のためにがんばりたい。 

   ・次回は、桜山展望台、狭山茶の工場を見学したい。 

   ・山田うどんや西洋館の見学での経験、市長への提案など色々学ぶことができた。 

   ・名刺交換のマナーが分かってよかった。 

 

  ○中学生 
   ・ボランティアとして子ども会議に参加し、友達もできてとても勉強になった。 

   ・これからも子ども会議を続けていってほしい。 

   ・いつでもスタッフとして参加するので、また声をかけてほしい。 

   ・役に立てたか分からないが、自分なりに精一杯頑張った。 

   ・名刺交換を積極的にやることができた。 

   ・「初めて知った」「びっくり」「なるほど」と思うことがたくさんあって楽しかった。 

   ・ボランティアとして、良い行動ができたと思う。 

   ・小学生を相手にとても楽しく活動ができた。 

   ・来年もやりたい。 

   ・このような活動の楽しさを伝えられて良かった。 

   ・去年参加したときはあまり意見を言えなかったが、今年はボランティアとして、小学生の

手伝い、提案等、たくさんのことを進んでやることができた。 

   ・子ども会議本番では、書記として小学生の意見をまとめ、提出することができた。 

   ・小学生と色々なことを考える機会はめったにないことなので、とても楽しかった。 

   ・ボランティアとしての参加で、昨年と違い大変なことも多かったが、小学生と交流ができ、

仲良くなれたので良い体験になった。 

   ・山田食品産業株式会社など、普段はいけないところにも行けたので楽しかった。 

   ・子ども会議は３回目の参加となるので、みんなを助けてあげられたと思う。 
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   ・子ども会議は第１回目から毎年参加しており、今年は中学生ボランティアとして参加した。

過去３年間の経験を活かして活動することができた。 

   ・入間市のことを考え、より良い入間市にするために話し合いができた。     
【問い合わせ】 

       入間市役所 企画部企画課政策推進室 

       〒358-8511 入間市豊岡一丁目 16-1 

       TEL 04-2964-1111（内線 3141・3142） 

       FAX 04-2965-0232 

       Email ir113011@city.iruma.lg.jp 

 

 

mailto:ir113011@city.iruma.lg.jp


【参考資料】 

いるま子ども会議 タイムスケジュール 【1 日目】 

8 月 1 日 水曜日 

9:00 〜 9:30 集合・受付（入間市役所地下ロータリー） 

9:30 〜 9:35 
開会式 

○ あいさつ 

9:35 〜 10:00 

バス移動 

○ スタッフ紹介 

○ 日程説明 

10:00 〜 11:00 

「⼭⽥うどん」⼯場⾒学 －マナーを守って⾒学しよう－ 

○ うどんやそばがどうやって作られているのか、⼯場を⾒てみよう！ 

○ 分からないことがあったら質問しよう 

11:00 〜 11:30 バス移動 

11:30 〜 12:10 
「⻄洋館」⾒学 －マナーを守って⾒学しよう－ 

○ 映画やドラマの撮影に使われている⻄洋館を⾒てみよう！ 

12:10 〜 12:30 バス移動 

12:30 〜 13:10 昼食（501 会議室） 

13:10 〜 13:25 
ワークショップ －名刺交換をしてみよう－ 

○ みんなで名刺交換の練習をします 

13:25 〜 14:10 

市役所⾒学 

○ 議場や市⻑室はどんな感じ？ 

○ ふだんは入れない場所はあるのかな？ 

14:10 〜 14:20 休憩 

14:20 〜 15:30 
ワークショップ －班のみんなで考えよう－ 

○ ⾒てきたことをみんなで復習します 

 

忘れ物がないか確認して、気をつけて帰りましょう！ 

 

 



【参考資料】 

 

いるま子ども会議 タイムスケジュール 【2 日目】 

8 月 2 日 木曜日 

9:00 〜 9:30 集合・受付（入間市役所Ｃ棟 5 階 501 会議室） 

9:30 〜 12:00 

 

 

 

ワークショップ －会議の準備をしよう－ 

○ 会議の議⻑、副議⻑を決めてください 

○ 発表のための図や絵を用意します 

○ 誰が、どのように発表するか決めてください 

12:00 〜 12:40 昼食（501 会議室） 

12:40 〜 13:10 
会場準備 

○ 発表のためにみんなで会場準備をしよう 

13:10 〜 14:20 

いるま子ども会議 －みんなの意⾒を市⻑に伝えよう－ 

○ 班ごとに発表 

○ 発表内容やまちづくりについての質問・意⾒交換 

○ まとめたものを市⻑に渡します 

○ 市⻑のお話 

14:20 〜 14:25 休憩 

14:25 〜 14:50 

閉会式 

○ 参加したみんなに修了証を渡します 

○ 記念写真撮影 

○ あいさつ 

14:50 〜 15:00 アンケート記入 

 

忘れ物がないか確認して、気をつけて帰りましょう！ 



【発表資料】 
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【発表資料】 
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